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○平成２０年 ５月 ２日発行 第１号
○阿蘇市立碧水小学校 文責 麻生廣文
○主な記事：新年度にあたって 新しい先生

入学式の様子、歓迎遠足
ＰＴＡ新役員紹介 雑巾お礼
授業参観 安全指導員紹介

新
年
度
の
出
発
に
あ
た
っ
て
（
は
じ
め
の
一
歩
）

校
長

麻
生

廣
文

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
本
校
や
阿
蘇
中
学
校
の
入
学
式
に
参
加

さ
れ
て
い
た
区
長
様
や
学
校
評
議
員
様
か
ら
、
入
学
式
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
た
姿
を
大
変
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
号
令
な
し
に
よ
く
礼
が
で
き
る
こ

と
や
態
度
の
立
派
さ
で
し
た
。
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
て
・
・
・
と
は
申
し
ま

し
た
が
、
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
精
鋭
の
先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
で
の
事
で
も

あ
り
ま
す
。
新
し
い
学
年
に
な
り
、
ど
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
す
ば
ら
し
い

「
は
じ
め
の
一
歩
」
が
踏
み
出
せ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

入
学
式
の
あ
と
、
池
邉
教
育
委
員
長
様
と
お
話
し
す
る
中
に
、
「
あ
る
学
校

の
卒
業
式
の
校
長
式
辞
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。
」
と
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

・
・
・
努
力
を
し
て
も
必
ず
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
成
功
し
た
人
は

必
ず
努
力
し
た
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
・
・
・

こ
の
一
年
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
語
り
込
め
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
少
し
話
が
変
わ
る
の
で
す
が
、
「
過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な

い
が
、
未
来
と
自
分
は
変
え
ら
れ
る
。
」
こ
の
言
葉
も
気
に
入
っ
て
い
る
言
葉

で
す
。
こ
れ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
よ
く
引
用
す
る
言
葉
な
の
で
す
が
、
「
可

能
性
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
言
葉
を
こ
の
二
十
年
以
上
、
子
ど
も
た
ち
に
贈
り
続

け
て
い
る
私
の
気
持
ち
の
ベ
ー
ス
に
な
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
や
進
学

・
進
級
は
、
新
し
い
自
分
と
の
出
会
い
の
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
、
新
し
い
自
分
、
ま
だ
眠
っ
て
い
る
自
分
と

の
出
会
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
友
達
や
先
生
方
と
の
出
会
い
で
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
踏
み
出
す
子
ど
も
た
ち
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
自
分
探
し
の
旅
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
旅
に
発
つ
気
持
ち
で

毎
日
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
本
校
の
先
生
方
全
員

で
、
後
ろ
姿
の
教
育
や
背
中
を
押
す
教
育
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
愛
と
は
み
つ
め
あ
う
こ
と
で
は
な
く
、
同
じ
方
向
を
み
つ
め
る
こ
と
」
こ

ん
な
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
前
か
ら
手
を
引
っ
張
る
と
、
視
線
は
子
ど
も
の
方
に

向
き
、
子
ど
も
は
足
を
突
っ
張
り
ま
す
が
、
後
ろ
姿
の
教
育
や
背
中
押
し
の
教

育
は
、
同
じ
方
向
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
は
前
に
足
を
出
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
す
。
「
是
は
是
」
、
「
非
は
非
」
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
る
中

に
、
み
つ
め
あ
っ
て
信
頼
関
係
を
築
く
の
が
ま
ず
一
歩
。
そ
う
し
た
ら
、
次
の

一
歩
は
、
後
ろ
姿
や
背
中
押
し
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

四
月
の
定
期
異
動
で
新
し
く
九
人
の
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

竹田延行先生兒玉美紀先生荒木鉄成先生三宅千恵先生神保将治先生

河内 航先生井野里美先生桑原真理先生古閑陽子先生

①
五
年
担
任

②
生
徒
指
導

③
尾
ヶ
石
東
部
小

④
心
と
時
間
に
ゆ
と

り
を

⑤
阿
蘇
郡
内
を
転
々

と
し
て
本
校
七
校

目
で
す
。
豊
か
な

自
然
と
純
朴
な
阿

蘇
の
人
々
が
大
好

き
で
す
。

①
担
任
等

②
主
な
校
務
分
掌

③
前
任
校
等

④
好
き
な
言
葉

⑤
ひ
と
こ
と

①
あ
お
ぞ
ら
学
級

②
特
別
支
援
教
育

③
高
森
中
央
小
学
校

④
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り

⑤
○
十
年
ぶ
り
に
ま

た
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
大
人
に
な

ら
れ
た
皆
さ
ん
と

お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

①
三
年
担
任

②
情
報
教
育

③
天
草
市
立
本
渡
中

④
元
気
が
あ
れ
ば
何

で
も
で
き
る

⑤
母
校
碧
水
小
に
帰

り
ま
し
た
。
元
気

だ
け
を
取
り
柄
に

一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
一
年
一
組
担
任

②
音
楽
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

③
天
草
市
立
御
領
小

④
い
つ
も
心
に
太
陽
を

⑤
毎
日
、
阿
蘇
の
山

の
美
し
さ
に
う
っ

と
り
し
て
い
ま
す
。

１
年
生
の
パ
ワ
ー

に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

①
四
年
一
組
担
任

②
環
境
教
育

③
新
規
採
用

④
一
本
集
中

⑤
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
、

バ
ナ
ナ
大
好
き
、

カ
レ
ー
大
好
き
、

神
保
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

①
Ｔ
Ｔ

②
生
徒
指
導

③
熊
大
教
育
学
部
卒

④
正
々
堂
々

⑤
私
自
身
、
一
年
生

と
し
て
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
給
食

②
給
食
指
導
・
食
育

③
一
の
宮
給
食
セ
ン
タ
ー

④
初
心
忘
る
る
べ
か

ら
ず

⑤
初
め
て
の
学
校
職

場
で
、
と
ま
ど
い

も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
特
別
支
援
教
育
支
援
員

②
特
別
支
援
教
育

③
佐
賀
大
学
卒

④
一
生
懸
命

⑤
子
ど
も
た
ち
と
の

生
活
の
中
で
、
私

自
身
も
学
び
、
成

長
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
川
健
一
先
生

こ
の
ほ
か
に
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
四
年

一
組
の
神
保
先
生
の
研
修
の
時
に
、
年
間
十
三

日
程
度
、
菊
川
健
一
先
生
が
来
ら
れ
ま
す
。

阿
蘇
市
一
の
宮
町
出
身
の
先
生
で
す
。
阿
蘇

管
内
の
南
阿
蘇
村
立
両
併
小
学
校
と
小
国
町
立

万
成
小
学
校
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
。

合
計
す
る
と
十
人
の
元
気
で
個
性
豊
か
な
先

生
方
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
碧
水
小
学

校
の
教
育
を
築
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

①
図
書
司
書

②
図
書
館
教
育
・
読

書
活
動

③
新
規
採
用

④
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

⑤
い
つ
で
も
「
笑
顔
」

で
い
れ
る
よ
う
に
、

ボ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ

ン
キ
ン
グ
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

清
ら
か
な
碧
水
の
心
を
育
て
る
た
め
に

ことしもよろしくお願いします！地域とともに歩む碧水小

学
ぶ
心

鍛
う
心

磨
く
心
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平成２０年度はじめの行事等から 「
新
一
年
生
の
入
学
式
」
「
雨
を
吹
き
飛
ば
し
た
歓
迎
遠
足
」

○
入
学
式
（
四
月
九
日
水
）

新
し
く
四
十
一
名
の
一
年

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

三
宅
先
生
に
導
か
れ
て
一

組
さ
ん
の
入
場
で
す
。

次
に
、
嶋
田
先
生
と
兒
玉

先
生
に
導
か
れ
て
、
二
組
さ

ん
の
入
場
で
す
。
上
手
に
着

席
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
あ
い
さ
つ
や

お
祝
い
の
言
葉
の
後
、
上
級

生
と
対
面
し
て
、
一
年
生
は

「
ド
キ
ド
キ
ド
ン
の
歌
」
を

元
気
よ
く
歌
い
ま
し
た
。

上
級
生
は
、
歓
迎
の
言
葉

を
児
童
会
運
営
委
員
さ
ん
が

述
べ
、
「
広
い
世
界
へ
」
を

歌
っ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
か
わ
い
い

仕
草
の
中
に
、
緊
張
し
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
が
、

は
き
は
き
し
た
姿
も
見
ら
れ
、

頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
来
賓
の
方
と
保
護

者
に
見
守
ら
れ
、
立
派
な
式

に
な
り
ま
し
た
。

一
年
一
組

（
二
十
名
）

穴
○

○
○

池
○

○
○

江
○
○
○
○

柿
○

○
○

佐
○

○
○

瀧
○

○

谷
○

○
○

内
○

○
○

内
○
○
○
○

中
○

○
○

中
○

○
○

野
○

○
○

藤
○

○
○

松
○

○
○

宮
○

○
○

山
○
○
○
○

山
○
○
○
○

山
○

○
○

横
○

○
○

渡
○

○
○

一
年
二
組

（
二
十
一
名
）

家
○

○
○

石
○

○
○

江
○

○

惠
○

○
○

甲
○

○
○

河
○

○
○

河
○

○
○

草
○

○
○

髙
○

○
○

髙
○

○
○

高
○

○
○

髙
○

○
○

竹
○
○
○
○

竹
○
○
○
○

靍
○

○
○

寺
○

○
○

西
○

○
○

宮
○

○
○

森

○
○

森

○
○

笹
○

○
○
（
あ
お
ぞ
ら
）

（
男
二
十
二
名
・
女
二
十
名
）１年１組 担任 三宅千恵先生

ＴＴ 河内 航先生

１年２組 担任 嶋田佐由美先生

あおぞら 兒玉 美紀先生

○
歓
迎
遠
足

四
月
十
八
日
金
曜
日
、
歓

迎
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
目
的
地
を
「
坊
中

キ
ャ
ン
プ
場
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
地
面
の
湿
り
具
合
や

雨
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
天

気
予
報
で
は
「
曇
り
の
ち
晴

れ
」
で
し
た
の
で
、
行
く
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

病
院
の
先
か
ら
山
道
を
登

り
、
休
憩
を
は
さ
み
、
一
時

間
で
つ
き
ま
し
た
。

松
本
場
長
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
広
場
で
歓
迎
の
式
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
新1
年
生
は
、
一
人
一
人
左
の
写

真
の
よ
う
に
名
前
と
将
来
な

り
た
い
も
の
を
力
強
く
発
表

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
一
番
の
楽

し
み
で
あ
る
お
弁
当
を
食
べ
、

部
落
別
に
帰
り
ま
し
た
。

帰
り
は
少
し
暑
い
く
ら
い

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
思
い
出
の
残
る
一
日
に

な
り
ま

し
た
。

麓坊中からキャンプ場への山道

僕は○○です。大きく

なったら・・・になり

たいです。（１年生）

平
成
二
十
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
の
紹
介

平
成
二
十
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
じ
ゃ
な
い
」
く
ら
い
の
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
紙
面
の
都
合
で
敬
称
を
省
略
し
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
し
ま
す
。

な
お
、（

）
書
き
は
教
職
員
で
す
。）

碧
水
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

○
会

長

荒
木

富
博

○
学
校
企
画
委
員
（
麻
生
・
井
澤
・
小
出
）

○
副

会

長

岩
下

清
雄

村
﨑

り
え

○
書
記
・
会
計

若
宮

真
理

奥
村

浩

○
監

査

軽
木

恵
子

中
嶋

幸
代

○
事

務

局
（
井
澤

長
英
）

○
文
化
・
厚
生

宮
﨑

達
也

津
草

友
美
（
低
・
中
・
高
）

○
補

導

若
宮

賢
司

荒
木

美
保
（
竹
田
・
後
藤
・
宗
）

○
保
健
・
体
育

宮
本

龍
紀

西
岡

敬
男
（
古
瀬
・
渡
邊
・
赤
池
・
荒
木
）

○
給

食

高
宮

由
紀

恵

慎
治
（
小
野
・
河
内
・
兒
玉
・
西
村
）

○
学

年

草
野
恵
美
子

谷
口
み
か
（
田
上
・
中
村
・
神
保
）

部
落
長

○
西
町

家
入

正
雄
（
西
村
・
神
保
）

○
役
犬

河
﨑

朋
徳
（
宗
・
三
宅
）

○
竹
原

竹
原

哲
也
（
荒
木
）

○
蔵
原

笹
木

誠
一
（
兒
玉
・
小
野
）

○
東
黒

松
本
敏
盛
（
田
上
）

○
坊
中

江
嶋

克
浩
（
古
瀬
・
河
内
）

○
南
黒

池
田

精
也
（
中
村
）

○
元
黒

佐
藤

正
一
（
竹
田
・
後
藤
・
古
閑
）

○
北
黒

中
嶋
洋
士
（
小
出
）

○
上
西

中
村
和
也
（
赤
池
）

部
活
動
担
当
者

①
指
導
者

②
補
佐

③
庶
務
・
会
計

※
今
年
度
は
、
二
年
間
休
部
し
て
い
た
音
楽
部
が
復
活
し
ま
す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
①
古
瀬
、
田
上
②
竹
田
・
小
出
③
宗

○
サ
ッ
カ
ー

①
古
瀬
、
田
上
②
小
野
・
河
内
③
兒
玉

○
前
期
バ
ス
ケ

①
神
保
・
中
村
、
荒
木
・
赤
池
②
な
し
③
後
藤

○
後
期
バ
ス
ケ

①
神
保
・
中
村
、
荒
木
・
赤
池
②
な
し
③
後
藤

○
音
楽

①
西
村
・
三
宅
②
な
し
③
小
野

※
主
に
全
職
員
で
担
当
す
る
も
の
（
４
〜
６
年
生
）

○
水
泳
・
陸
上
・
駅
伝
（
古
瀬
、
田
上
、
中
村
、
竹
田
、
神
保
、
赤
池
）

授
業
参
観
の
様
子
（
四
月
二
十
八
日
）
二
年
生
か
ら
六
年
生

２年１組２年２組

３ 年４年１組

４年２組

６年１組

６年２組

５年

新
一
年
授
業
参
観
の
様
子

四
月
二
十
八
日
授
業
参
観
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
一

年
生
の
授
業
風
景
。

１年１組小集団の話し合い

１年２組本読みは正しい姿勢で

あおぞら学級：鯉のぼり作り

○
地
域
学
校
安
全
指
導
員

片
岡
和
代
さ
ん

「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安

全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
の

安
全
指
導
員
に
、
今
年
度
は

片
岡
和
代
先
生
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た

め
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
雑
巾
寄
贈
の
お
礼

竹
原
ひ
の
き
会
様

学
校
で
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
子
ど
も
た
ち
に
雑
巾
七
十

余
枚
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活

用
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

碧水だより３月号ＮＯ．２
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